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【はじめに】 

我々のグループは環境政策上重要である POPs条約新規対象物質について、学術的知見の不足してい

るプラスチック製品ライフサイクル静脈側に特化した調査研究を実施している。本発表は分析上の課

題の解決や途上国・新興国への導入も念頭においた POPs含有プラスチック廃棄物の検定方法の検討・

標準化を推進するため、各国で共通して発生するプラスチック廃棄物の標準試料を作成し、PBDEs と

HBCDs を対象とした国際相互検定を実施した。 
【方法】 

本相互検定では PBDE と HBCD を対象として、第 1 回は標準液 1 濃度区と対象物質含有プラスチック

抽出液 2 濃度区を、第 2回は対象物質含有プラスチック片 2 種類と自動車破砕残渣（ASR）の抽出液 1

種類を試験試料とした。分析法は各機関が普段採用しているインハウス法と、我々が開発した簡易法

の 2種類について依頼し、結果を提出いただいた。 

【結果と考察】 

2019 年度に実施した第 1回相互検定の統計解析結果を図 1に示す。その結果、PBDEはインハウス法

と簡易法に大きな差はみられなかったものの、HBCDは簡易法について、インハウス法よりもばらつき

が大きい傾向があった。そこで第 2回では、第 1回の課題を踏まえて相互検定を実施した。 
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Fig.1   Data Analysis Results of the 1st round of an inter-laboratory study 


